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アルミプレート形可逆式熱交換器を採用Lた

日立TOプラント

｢1､■.′二鮒竹軒亡ほフー′しミプレート什みけ述メ(熱交換㍑;托揺川Lた′1一()

プラントを人手沌_1二業株式会什に納入し,僻和40年11月より迎転

に入り卑柑三順調に運転を続けている｡も､〔来の乍紙上1三式乍気分離渋柿

(TOプラント)でほ脚叶てこ号気の冷却および水分,ぷミ恨ガスなど1く純

物の除去を行なわせるため石材を允てんした詩冷汗÷壬を採川していた

が,この潜熱式黙聖交換片詩の代わりに特殊な向流式熱交換拭トごあるア

ルミプレート形‖†逆式熱交換諸王手を使川したものである｡

(1)酸素鬼叶.最

(2)㌔も体酸素

純休暇素

(3)包も休願素

液体酸素

この熱交換汁詩ほ,-

111i横か小さくてすみ,

l.プラントの仕様

700N111ニソh,純度99.6%11【

390N111=ソh,

70Nm3/h,

380Nm:ソ11,

100Nma/ll,

(1二毒気も体醸

兵f采取)

純蛙99･6別り､一卜佃休暇糸

純度99.6プgll卜j揺収(1)

純度99･略以⊥二L液体暇糸

純岐99.6%以_L二1接収(2)

一般に機1そ詰が′+､ノ卵絹ヒでふF),したがって【那二仁

朱子りiヒ礎l二令が舛姑となる..し川奥時のパージ

ロスが少なくてすむなどの稚々の利ノ∴(ホrイJ■している

2.プラント運転実績

全量k体駿東採取運転の▲大紋例をホす∪

原 料 乍 気

矧■け,l酸素発/L呈

上 堵:ロ三 力

5,200Nm:ソ11

780Nm:ソh,純 艇 99.72%

0.32kg/clllごG,下上村十リノ

謹啓表蛸済腰〇

_
謂

づ房子‾･

一
二淫‾‾

ノ名言んごこ

4.2kg/cl11ごG

担12 フ'ルミフレート形叫辿熱交換岩:壬の政則立

潜転

塾

渾

Lヌ11

(1)

ノ仔

凪

叶

い

il⊥

(2)

形

ケ≠

叫

t‾ゝ

f‾LL

(3)

形

凪

ア/L ミ フ レー

駕

ト形可逆熱交換器を採用したTOプラント

3.主要機器仕様

J州ご二卜′ト1川二鮒機

プ七
戸∃▲

_耳†_

汁i什 力

動機州 力

Ⅰ･1)･H.B.--G.rI.(りLl形4･J子貨ターボJl潮機)

4,900Nmエソ11Dry

4.9kg/clⅥユG

6ニうOkW

願素ガスけ=潮機

ン〔 V3C-NICCト'′二形3f貨ラビリンス,ピスト

ン〕七)

鼠 700Nmごソ11

=J【三 力 25kg/clllヒG

動 機 16()l(W

Jj掛月ミグービン

式
ゝり｢舛伯帆允J丈勅J℃乍1i淵畑山

丘 1,500Nln3/h

ll】1 転 数 25,000rpm

(4-)恨射馴如刺如ミルダ

灯 成 仕 力 25kg/cm〕G

雑 巾J舛 棋 20nlTl=i

図1ほ7′しミプレート膨叫過熱交胤そ:--さを才1川Jした′1､0シラントを

ホし,図2ほアルミナレート形吋過熱交換肘)似いソニである｡

(R)ンニ製作怖′fE機小二呆桃)
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日立-GEら000kWパッケージ形ガスタービン

=､■.′二鮒′=好ではこのたび,ll木イi州化半株ノヒ公社川崎

二1二場より受托したトト'_仁一GE6,000kWパッケージ形ガス

タービンを完成納入し,41咋7月に′lt_川二試験に合格し

た｡以来好調に乍キ業運転を続けている｡

このガスタービンは世界最大のガスタービンメーカー

であるアメリカGE什との共同製作協址によって製rFさ

れた第1し子機であるL〕この共同製作協凪まガスタービン

の川転部分をGE祉でヨ削′卜し,ロー■/二製作所がその他の価

分の丁集注作と全体のとりまとめを行なうものである｡GE

什のカ､､スタービンは数多くの実績と経験をもとにして政

1こ主されたもっとも仁鳩(度の■〔占いものであるカ＼この協ンと

にヰ)と/九､て製作されたl-ト■.′ニーGEガスタービンもこオt

と同等の■如､信板度を柑/)ものである〔､

このたび完成したパッケージ形ガスタービンはJ消放形

ガスタービンの特長を最大限に発揮させるた捌こGEネ_Lで朋党され

たもので,発電に必要なすべての機器を岸外形のパッケージにコン

′ミクトにおさめた何度耶勺な設計である｢)これは運転iこ必要な制御機

琵‡壬を二iJさめた制御パッケージ,ガスタービンおよびその什属11rlをお

さめたガスタービン/くッケージ,_発電機およびその什拭IJll■tをおさめ

た発掘機パッケージより偶成されており,それぞれのパッケージほ

脚′トl二拗で机ん立てらjした姿で輸送することができるり そのため卑土

地での槻付けカニ非常に始期f‾王二りですみ,別地到前後約1胴月でふ〔適転

在･完了した′〕図lほ糊付けを完｢したパッケージ形ガスタービンプ

ラントの全iiと,図2は･輸送巾のガスタービン/くソナージセ示したも

のである｡

什壬 式.

1上 格 = ノ〕.

際聯外1も粂什

川 虹 数.

J卜鮒 機指 数.

タービン段数.

燃 料

燃料光熱崩二

1.仕 様

.FrいノーヤクノL∴州/､ッケージ什き

..6,00nkW

.‥人㌔も粘‡+立15℃
大去もuエフJl.033kg/c111コabs

比新機軸 6,900rp】11

f絹f柵 6,000rl)1つ1

.141三貨

Jl灘i機クーービン 11て竺

r=1一丁タービン 1段

…ナソサ分解ガス

‖12.500kcal/1くg

2.特 長

(1)発1Eに必変なすべての機旨話力二足外形〃〕ノニットージにコンハ

クトにおさめられており,抽棟榔‾-E抑などの外跳からのrハ糸告がま

′-,たく1く安である〔〕

(2)鯉昼がイこ要になり,故地l如棋も同舘岩の損気プラントの約

1/10ですむことになるゝ▲

(3)起動は全自動化されて二㌻ごり,極端な一こし速起動か･‾り▲能である･

また起動枚にはディーゼルエンジンを使拝jしており.外掛削1iしな

しのブラックスタートカこ叶能である′.

(4)製作工場で完全な組_占および試運転を行ない,そのままの

図1 肘付を完r Lた6,000kWハソナージ形ガスタービン

[実12 輸送中のガスタービンパッケージ

羊rT水

2げC

他姓語注

燃料

2,175kg//h

排熱川収ポイラ

475¶c

ビン

1一ゝ～(

19.5t/h

13帖/ぐm2g265{c

発7に依

6,000kW

?と気

15bc

J_当】3 排熱iリ川丈力､､スタービンフラント系統川

安で現地に恥去されるので拙什J那勺力増しく触糾されるL〕

(5)ガスタービンの排ガスを排矧q川又ボイラに導き,恭真ほ発

生させることにより排熱が‾有効に利jljされているため,このプラ

ントの熱利和率ほ67.8%である｡図3ほ本プラントの系統I東lで

ある.J (ロセ製作所電機事業一部)

･一84一
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優先遮断再閉路付日立方向比較キャリヤリレー装置

娘子i■2柵緩速′老練では,11≠‾さ]線lノ+のFil純故障ばかF)でなく2回線

にまたがる多重故障に対しても適切な帆維二が必女である｡本装置

ほ,抵抗接地系統において2回線故障が発生した場合にも,使先遮

断巾閉路を行なうことにより2匝Ⅰ線全遮断をできるだけ臥1二するこ

とを【川勺としたものである｡.

】.優先遮断再閉路方式

並干上2卜り線にまたがる多帝政障ほ表1のようにま.丁二めることがで

きる‥抵抗接地系統における1線地終故障ほ系統安心度や棟旨詩の損

似こ-ソ･える影響が少なくさほど稿速遮断を必要としないから,表1

の終柾故障に対し‾F-`言dのごとき優先遮断条件を適用Lて,図1にホ

すように1l旦l線(峻先l_叫線)を先テナ遮断一向閉路し,打開げ如こ成功す

ればほかの切線を遮断一山閉蹄する陵先遮断再閉路方式を適用する

ことができる｢)

(1)No.1ほ両lリ†線l司柑の1線地締故障であるためあじJかじめ

止めた凶線を偵先する(回線似先)(〕

(2)No.2 ほ凶線ごとにほ1線地結脚章であるが炎心fト亡あ′-,て

2い‾l線総合では多_利敵障である.っこの場{=土--一触に進ん州

側の触綿リレーが動作Lやすいので進み榊1‖1線を佗先す

る(進付似九うぐ_,

(3)No.3,4は1l‾リ】線1机 他州練多川■馴草であるたが),りう然

多仰ト一機)よ優先する･■､屯.投降使先)｢,

なおNo.5,6,7,は両【‖_l線とも多相.牧障であるため,ともに由速

遮断が必要であり似先方式は油川できない‥ Lかしこの桂の.牧障が

光二Lする機会ほ少ない｡

2.装置の構成

卜.ミ■止げ)位うLノJ式をり三現するた〟)

には,従火のカドーJ比校キャリ1rり

レ一方∫亡に故障州判別リレーを糾

ふ介わせる(_〕すな才)仁ブ表2にホす

ような`i一に流動作形の披障柑判別リ

レー6叫の動作粂什を図2のよ

うに力l｢-けと校キャリヤリレーの内

部故障判止灸什(キャリヤj引｢汁Jt

_1l∴条件)に加味する(=い64ゥ･iはl′l【可
視内の.牧障仰の見ならず隣事lり線の

故障相にも応動することがある

が,この場合には相手端‾r一におい

て川司線l勺の故障相のみに応動す

るから,キャリヤリレーとして巾

端r･の判址を総合すれば確浪に優

先粂什を倹FFiできる√,64¢が2柑

以卜動作したときは無条件に(+茄

l故障偵知),1付しか動作しないと

きは隣【‖t線の同和または進み和の

6叫カミ動作しないことを条件とす

る(進榔妥先)｡なおl≠il線優先ほ

いずれか1州線の地締陳腐L叫路に

若【二の時限遅れをもたせればよ

い,′J図3ほ本装置の一例をホし,

ll｢畑]39ifミ中部電力株式会什才順

64
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変′rt三所ほかに納人して以来,上北在多数聾=1;巾である｡

3.特 長

(1)標準のガIrルヒ較キャリヤリレ】方式に故障仙判別リレーを

追加するたけであF),構成が簡単である｡

(2)雌設のキャリヤリレーを使先遮断巾閉路付に政う出すること

も容妨である､+

(3)多相事故のときほ,隣州線に無性順に山通過断できるり

(111土製作怖 ′[左横-j手業J一月;)

(l

主
=ド;■ニノ■lし岳L･川

l

.三･l

‾了‾

▼了

Q
上
ユ

耳

11
一

州仙

lズ11 峻九遮断動作舶朋】ヌ1

澤

(1)

l旦さ2 使先遮断シーーケンス

表1 各種故障における使先力■式

凶3 陸允迎l附り二川蹄什抑舶ノルけと較キャリヤリ レー盤

(2端ナクナ)

No･l汽野_彗㌔l使先遮断阿線摘
嘆

縁
組
線
根
絶
線
線

恥
榔

同

鞄ハ

J
根
絶
練
線
縦
線
線

L r川棟憤先
Lまたほ2

(進柑側)
Ⅰノ

Tし

L

L

2

2

2

Tし

L

L

進相優先

轟故障優先

重液降嫁先

ー85-

炎2 故障杜仲J別リレーの化様

竺竺【ヱL_
形
ノ(

丈三

斬

格
一
社

UI†YG-El

63.5V

3～30

110V 5A

化卯年川二

/
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エ レ ク ト ロ ジ ッ ク
(日 立エ レベー タ用無接点制御装置)

11l一上製什所でほかJまてかF)研′兜開発小であノ)た､【1導体応川による

エレベータJl‾1無援ノユ制御装荷を標準化し,l桝-‾■-一名を;エレクトロン

ッグ_;(Electlogic〕とした二.

制御矧巨壬の無援∴｢､(化は制御系の1州F硝化,艮ノ≠命化如まかるとと

もに,快ど､川三の巾L卜,矧左の小形,軽量化をl=巾としたものであ

る._,これらのた桝こ数次にわたり,i試作研究を7了ない,図2にホす

ような過軒な掛虹 召uち比ふ(験にぉいても,その一I子細巨な確認するとと

い二,雑汗についてヰ),エレベータのノ一別舟?ビル址築.汁山卜の.i芹粂

什な卜分に-ろ`l鼓してl札充したものであるしノ

エレベータ川無接ノ1捕り御装iF工としては,すでにIt榊140咋7ノj釧血l給

紙j凸柄lち三に納入し,リヨニ冷地北i山道においても)1期した成リミを十分確

認することができたrJさらに,制御何路をj糊屯化してプリント別線

を採川し,受電,一言り･,制御許諾具を健一j帥こまとぎ)て標準化したも

のである｡な.b,経済的な伯iから′【E動機を制御する‾1‾掴路のlうH閉ほ

卑⊥在のところ従来どおり電磁接触詩語を佐川した.｡

心もな特長として次のようなノ∴(があ(1ごられるし

(1)rF.J†,チ 相 性

満即素-f▲にほ粒蛙ど1■川二の∴い砧†.i働り皇シりコン･トランジスメ

を仙川しているため,柑こF言り越となる一郎山こおいても柑1(l三変化は

ほとんどな一∴､llノ】く久的/≠命カリ明待できる‥.

(2)新しい脚レ崩装揖

宿動機TU可路を開閉する唱磁接触㍑‡を駆動するのに新しく′+､

形,一別i働度の増幅装粁を川いた｡

(3)小 形,軽 量

コンパクトな論即素丁により何路を構成したので制御装荷が小

形,軽量となり,受`竜部を子キめて制御嶺削ま一山である｡

(4)雑 音l妨】ト

ビルの`∫‾E淑系統などに起l人ける外来雑音,および制御系l勺部の

維こ音発生.掛こほ維副軌卜回路を設けて万全を期したので,この雑

音による誤動作ほない｡

エレクトロジックの標準仕様の一例として交流二段速畦エレベー

タをとりあげると表1のようになる｡このほか,交流,由流エレベ

ータの各種制御方式のものについてもェレクトロジックの標準化を

行なっている｡なぉ,エレクトロジックの特長をヱトかLて,電磁

波障害が問匙となる原子力研究所用エレベータに納入がjl止されて

いる｡

(日_上製作所車軸阜業邦)

太1 エレクトロンック腰軒f†:標の一例

名 l 交流 二段速度エレ/く-一一夕制御盤許

勤

容
都

電
速
推
停
ド

許
制
そ

転

温

機

山

盤

の

如什

･ガ

旨
嵯
小
八
隅

ア

岡

鉄
他

範
十

一､

･監

5.5､･22kW

30,45,60m/mi11

標 準 f`l勅 j琴 似 カ
ユ(

10階 床 ま で f†1膚

電 動 開 閉 式

-10､＋50℃

1,600r二打)×800(Wノ×450しDノ

主屯動触起動抵抗器,付属器具内戚

‥h)

りム

リ0

ご
＼
■
仁
山
こ
H
∵
+
∴

ー86-

訓
一
軍
6
5

一

℃
■
℃

(
り
■

5

リ

lX11 エレベータ無接点制御盤
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日立E種モートル用SA2形電磁ブレーキ

11-l.′二E種モート′L川SA2形電磁プレーーキほ,モートルにオーバ

ハングして取り付けF)れる構造で,永年の実続と般新のプレス技術

を基にして設計型作されたものである.=､

本電磁ブレーキほ,【1､ン甥種モート′しに取り付くよう特に小形軽

量化されており,モートノしの急速軌卜,停止小の荷和こよる逆転防

1卜,i亡`Jiひん度♂鳩動軌Lなどに用いられ臥fjの機能な発揮する∴_+

1.特 長

(1)′ト 形 悍 最

新動作機構により小作姫島にまとガ)叫し,ill∫たE椰汎I-】Jモート

ルに取り付け叫能である｡

(2)取 付 簡 単

モートルとブレーキを一休にできるため共通ベースの必軋うこな

い｡ブレーキのリード線はモートル内部で接続されるので配線が

簡F戸･であるl-}

(3)l告-む 件 能

lたiひん比,連続性川可臆である′､.

(4)動 作 確 実

ブレーキ動作機構に新方式を採柑しており, ほとんどの部一打-が

プレス加什のたが〕バラツキが少なく,動作が確り三である._､

岡1 r‾l-ソニE枠｢†1一トル用SA2形電磁プレ【キ

去1 使用 条件 と 川 途例

使 用 灸 件

急速停1l二を必要とする喝｢ナ

ユ､速停l卜を行ない,さらに

る逆転を防止する場合

う喝√丁

用 途 例

シャッタ用-t-トル,ノこ′L■7■1什モー卜′し,コン

ベア用モートル,クレ一ン横行用モートノL

+てイストなどの巻き上げ川-t-卜′L,′.E励十エ

ーソブロック用-モ【卜′し,花勅刷-f▲引き_1+十浪

置用モーートル

ニl二作機微のj墨り什卜ヒートル,芯軌制御㍑旨駆動川

モート/L

+リ3ト衣

†≠00?-1

(5)保`､'j二が筒中

ライニソグの呼柑こ対する調幣が掛声･であり,摩耗弧-i7.の交換

も容易である〔)

(6)手動ゆるめ装置什

手動ゆるめ装置がついているので,簡単に手動ゆる糊兼n言がで

きる〔)また,手動ゆるめ装掛ま上て1励御l‡形であるか仁〕,危ド糾伽､;

ない｡

2.構造 と 動作

木ブレーキは制動部分と電位差イ子部分とから伐り,制動ほブレーキ

/ミネの抑圧プJによ/)て行なわれ,制動の解放ほ′慮磁す-fの磁㌔=l力で

ブレーキバネを仕縦することによって行なわれる｡

3.用 途

本ブレーキはバルブ用モートル,工作機川モートル,電動制御器

駆動川モートルなどの川途に最適であり,仲川粂什と川途例は表l

にノJこすとおりである‥

4.仕 様

木ブレーキのイ_1二様は表2にホすとぉりである｡

(l=/二製rl三所摘ん-】車業部)
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わく席J制動トノLクi
MS-SA2F MA14002

MS-SA2

MS-SA2 :三二言::;J

定格電肝および剛立教

:…二…三…声:三…::三三≠三●ご:mJ…:::…Zニ

200V60～,
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200V60～,

200V60ヘノ,

200V60ヘノ,

220V60′､

220V60′､

220V60′ヽ

220V60へJ

220V60(J

7‾レーキトル

ク調整範囲

0.1～0.2kg･m

O.2-0.4kg･m

O.4～0.8kg･m

O.8～1.5kg･m

l.5～3kg･m

レーー1‾▲

体概略
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動 機
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日 立 フ ァ ミ

昨年,家庭用貯壬易式†了州法水器｢=うエフ丁ミリーポイラ_+を開発

し,発リセを開輸したが,今札 こカーしに改良を加えた新機種として,

BO-151,BO-155形を開発した｢-,

両椀種とも目立が独l二lに開発した高性能の特殊ホット形バーナを

使用し,着火,すil火特に油量および送風をコントロールするl`1動タ

イムスイッチを内蔵した瀞捕り通風式の貯沿式ホ糾弧水器であるr〕

以‾卜,その隅造,仕様および特長について概要を,抑朴ナる｢､

1.構 造

図1に什-iヒフ7ミリーボイラBO-155を示す｡,図2ほその構造

図である｡‾卜部にバーナを,上淋こ水管式熱交換器を配置し,下

部側l帥こ送風機,油量調幣詩語を設けてある｡上部キャビネットには

運転スイッチ,タイムスイッチ,温度調節器を1個所にまとめたバ

ネ′レを設け,運転操作が容姑にできるようにしてある｡燃焼排気ガ

スは上部の煙突取付部に接続する岬突かF)排気される｡上部キャビ

ネ､ソトにほ2偶ののぞき窓がついており,熱交換器の内部および燃

焼状態を解易に銚実,ミできるようにな/-,ている.一,州量調整旨旨とバーナ

との仰の送仙管ほ‾卜乱キャビネットの外部にご貨けた仙緋‾Fで接続し

てあるので促＼■1:かぜ辛みにできる｢.

2.仕 様

表1iこ11謀フ7ミリーボイラの]二要仕様を示すっ BO--151,BO-

155形とも熱出力は15,000kcal/hであるが貯湯量は前古が50J.後

者が10Mである〔)ノミーナは蒸発式ポット形バーナであるれ 従来

の単純な梢造のものに改良を加えて開発した特殊形を採用したの

で,凪帯燃焼二ざゴよび種火燃焼ともにすぐれた性能を発印し,電凪㌦

糾,机量の変動に対する許榊在州1が大きくなっているので,安定し

た燃焼状態を得ることができる｢′石火は才㌻火棒を使用する手動式で

あるが,運転スイッチとタイムスイッチの操作のみで,自動的に油

量が制御されるので,確実なバーーナの予熱ができる｡･Jまた,打i火帖

においてもバーナ内の仙が完全に燃焼したの‾ら日動｢t勺に送風機の運

転を悼【卜するようになっている｡′運転ほ恥度調節器と朴量調幣器の

作川によi),l三l動断続避転が行なわれる｢

(1)

3.特 長

にほ=灯油を川いるので経済的である｡

(2〕バーナは高性能の特殊ポット形バーナを綾川しているので

表1 工 費 仕 様

形 式

外 法 寸 法

熱 F【1 力

貯 手法 -t一二

般 満 州 以温度

燃 料

燃 料 消 せせl

ナ

制 御 方 式

通 吼 方 式

一.笠原および入ノJ

屯 1

‖拙

BO-151 l BO‾155

訂き巾蔽触雨音雪空)】一価宿価頭語
15,000kcal/h

50J 100J

80℃

自 灯 仙(1削丁仙)

2.4りh(最大燃焼時)

特殊蒸発式ポ ット 形

予熱および消火用自動タイムスイツ子付,温度調節器,

抽品調整器による∩動運転

くま取起助形誘導電動送風機による強制通風

交流100V 50/60サイクル,入力 25W

62kg 1 85kg

燃料ケンり有_効苧_壬fL12‖し`竺竺三千クチ_至竺軍_ラミ二18J)
シスターン,着火作,T形確実,潤滑油
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′衣定した燃焼を行なうことができる｡

(3)弟火および消火の操作は予熱および消火用の自動タイムス

イッチにより容易にできる｡

(4)油量調整器および温度調節掛こよ〔て運転は日動的に制御

されるので安全である｡

(5)貯陽量は50J,100Jの2機種あり,一柑こ多量のお湯を使

用できる｡

(6)帰焚接続部,油継手およぴのぞき窓などが付いているので,

休`し▲｢が容坊である｡

川1て巨川三所家雀軒業部)

r88-



日 立 有 圧

J端境衛生向__Lの前安さが認識されるに伴い,あらゆる産業の広範

な分野において換気,冷房,通凧などの装置が串要な役割を果たし

ており,換気扇も各種の用途に使われている｡特に静風圧の高い強

力な換気扇の需柴が若しく増大している｡一般の換気扇ほ静風圧

2～3mmAq程度で,建屋の壁に取り付けて使用する場合に適し

ているが,風の通路に器材が多く空気の流通に障害の多い場所に取

り付iナる場合には,これらの択抗に打ち勝つだけの大きな静風圧を

糾せる石庁換気扇が必要となる｡

この変求を諦旨足する口て仁三相有止換気扇を図lに,その仕様を表

1に示す｡

1.特 長

(1)斬新なデザイン

近代的な感覚を採り入れた斬新なデザインでどんなところにも

よく調和する｡

(2)羽根ほ高能率形

巽形理論を応用した羽根ほ効率がきわめてよく,その性能をい

かんなく発押している｡また完全な/ミランスがとられているから

騒音が少なく,振動はほとんどない｡

(3)定.沖ある日立モートル

モートルは全閉形で,ゴミの多いとこメ)での使用にもさしつか

えない亡)絶縁処理には目立独特のワニスを使用し,合理的な処理

がしてあるので,電気的て女今度がきわめて■軸､〔-)

(4)低阻,高温,多梶の場所にも使用了け能

低弘t用ワニス処理ならびに日立ラビシールドベアリングの潤滑

油に蕨過したグリースを使用しているので,一30℃から＋50℃

までに耐えられる｡さらに完ぺきな防水構造と水抜穴が設けてあ

るので,クーリングタワーなど高批多湿なところにも使用できる(=〕

(5)精巧な無給油軸受

軸受には高級な日立ラビシールドベアリングを使用しており,

給油不要で長時間の運転に耐える｡

(6)堅ろうな構造

必蛙的に十分考慮してあるので故障のおそれがなく,また構造

が簡単でゴミの多い場所に据えつけても十分な耐久性があるう

え,保′､1=点検取扱いが容易である｡

(7) 高度の品質管理

各部品は敢選された材料を高精度の+二作技術によって製作され

ているから互換性が完全である｡

(8)1台で吸排気いずれにも使用可能

羽限車を反対に取り付け,モートルのⅠ旦1転方向を迎にすれば

衷1 日 立 イj▲忙

r†1〔kWJ力l冊数

l‾†､■/二.沖論芽‡48進祈11ぢ･ 1357

換 気 扇

図1 口立三和ヰ川‾三換気扇
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図3 日立石圧換気扇風量一風圧適用図

(3線の縦線のうち2線の結線を入れかえる)逆方向の風がえられ

る(ただしPN-406-01,506-02,506-04,404-01,404-02を除

く)｡

(日立製作所商品事業部)
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日 立 差 圧 伝 送 器 シリ ー ズ

1.FPR-7形空気式差圧伝送器

差旺伝送器は,流量,比九 液l加などのプ

ロセス変数を,差圧の形で検出し,乍気式調

節系の統一信ぢ一である0.2～1.Okg/cm2の辛

気上1_三に変換して,測定個所から簾中管群室の

.さJ録計,調節計に仁さ送する計器である｡

この伝送器は,素材の製作,特殊な精密加

工法によるダイアフラムを受圧要素として採

川した力平衡方式で,特に差仕に対応するダ

イアフラムの変位を,受J王部から取り出すに

は,独得の0リングシール方式を採用し,性

能,寿命の点ですぐれた安定性を示している｡

1.1特 長

(1)プロセス静圧の影響を受けない｡

差托に対応する変位を,受圧部から窄気

旺変換部に取り出す機構に独得な】‾0リン

二義

感}塁

ア

重要 さ

撃吾･葦_ヨ宏竪喜一一三莞藁頚

図1 FPR17形?:乍気式差J王伝送器

グシール方式+を使用しているので,プロ

セスのライン圧(静庁)の変化に対し安出で影響を受けないっ

(2)高耐食構造である｡

流体に接する部分ほすべてア′レゴンアーク桁接構造なので,高

い耐食性を持っている｡

(3) ダソピソグ特性がすく-れている｡

一般のダイアフラム方式の仁三送器でほ,十分なダンピング性が

行られず,流量の乱調による出力変動を制限するのが困難だった

が,特殊なダンパを内蔵しているので特定数の詞懲を容易にかつ

広範閃に行なうことができるr)

(4)そのほか過負荷,道庁のような過大圧や周州温度の変化に

対して安定であること,レンジ変更が容易で,1:5もでき,この

変疋による零点変化がはとんどないこと,セルフドレーニング,セ

ルフベンチングのいずれもできること,接液部の山検,清掃が,

現場にとりつけたままできて,冶抑後の再調整の必要がないっ

1.2 標 準 仕 様

差 圧 鞄 州..

出 力辛気圧‥‥

精 度….

供 給 F巨…

最高使用 圧‥..

周 州 温

材

取

弔

本計器は,

度.

質.

付

量

.‥.0-500＼ノ06,000mlTIH望0し連続可変)

‥().2-1.Okg/cm2

..±0.5%F.S.
l.4kg/c1112

.100kg/cm2

.一30へ/90℃
ダイアフラム SUS33 くKモネルなと`b

製作吋ノ

本 体 SUS32

‥ 50A SGP

約8kg

2.EDR-11形電子式差庄伝送器

FPR-7形空気式差圧伝送器と同様にダイアプラムカ

式で,流量,圧九液面などのプロセス変数を検出して,電子式調良了了

固2 EDR-11形電了一式差庁伝送器

一般の電子式伝送器が窄気式のカヤ衡方式の原理に準

拠しているのに対し,本伝送器では,変位一電気検出要

素にひずみゲージを採用し直接受圧部で差圧を電瑞量iこ

変換する方式である｡

2.1特 長

(､1)ひずみゲージの採用

ひずみゲージはノむ実に変位によるひずみを抵抗の変化に変換し

精度,寿命の点できわめて安定である｡この採用によF),叫動部

分は,耐圧容器である受圧部に限られ,外部にはハーメチック端

子により静的に配線を取り出している｡このため安定な高耐圧構

造になっているこ.またダイアフラムと,このひずみゲージをはり付

けてあるカンチレ/ミーは一体構造で,これ以外にリング機構がな

いのですく､､れた周波数特性,耐振動怖がある｡

(2)増幅器にほ互換性がありソリッドステート化してあるぐ･♪

増幅L司路ほ完全にソリッドステート化され,信板性が大である｡

また同じひずみゲージを使用したrE力伝送器,液而伝送器とも勺二

換性がある｡

(3)調整が容易で,防爆のふんL柑気でも零点の点検ができる｡

1有点およぴスパンの変更ほ,電気的に,可変抵抗器で容易にで

きるし〕特に零ノまは,前面にある押ボタンを押して,同じ所にある

lけ変抵抗器を回して,こ通電のまま調整できる仁一,

し4)そのほかFPR--7形空気式差圧伝送器と同様に､プロセス

静圧の影響を受けない,高耐食構造である｡ダンピング特性がす

く､■れている′+過大旺や周抑昆度の変化に対して安出である｡レン

ジ変史は1:3まで連続可変で,零点と独立に調整できる｡▼セル

フドレーニング,セルフベンチングのいずjlもできる｡現場取付

のまま∫受圧部の点検,捕絹カこできるなどの特長がある｡

2.2 標 準 仕 様

′､与
し†三伯 L札‥

H-1力`lE 流..

桁

=書≡
Jせ`

材

月三

l妨

Iリノ

系の統一信号0-16(または4-20)mAD.C.に変換し集巾管理宅の 巾

記録計,調節計に伝送する計器である｡

-90一

ー∴･=む川

水 祝

勝 規

僅,

腺

汽.

11_三.

桁

仏.

与ヨ1

0-500､0-2,500,0-1,200～0-6,000mmH20

....0-16(4-20)mAD.C.

.±0.5%F.S.負荷抵抗
1K丘1以下

‥18V
DCxO.1A

本 体SUS32. ダイアフラムSUS33

100kg/cm2 周州温鮭

.‥JIS
F 8001

‥‥JIS
C O903

...9kg
据 付

一20～80℃

散水渾3椎
d2G4

50A SGP

し=i‡拳法作所計測器事業部)
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大サイズ日立アルミ導体ケーブル

銅刺青の緊迫を契機に,ケーブル導体

のアルミ化が進められている｡ことに昨

一年末より本年にかけてその転換はめぎま
しい｡

銅よりアルミへの転換により同一唱流

容量を得るには,導電率の点からアルミ

の導体サイズは銅導体の約1.5倍とな

り,これによってケーブル外径が増大す

る｡一方,負荷容量の増大,限定された

場所へのケーブル布設,および布設工事

の経済性の理由などから,1回線当たり

図111kV,1×2,000mm25分割圧縮

7ルミ導体,架橋ホリエチレン電力ケ
【 ‾7 ノレ

の送電容量はますます大きくなる傾l如こ

ある｡したがってアルミ導体ケーブルを使用する場合には,非常に

大きいサイズのケーブルが要求される｡

この要求に対し,日立電線株式会社でほ11kVlx2,000mm25分

割圧縮アルミ導体架橋ポリエチレンケーブルを試作し,ケーブルの

製造,性能を確認するとともに,接続部の什属品についても検討し,

良好な結果を得た｡

これに基づき,2,000mm2のアルミ導体をもつ,3.3kV架橋ポリ

エチレンケーブルを1]産化学工業株式会社に,また6.6kVプチ′し

ゴムケーブルをスカイアルミ株式会祉へ大量に納入し,大サイズア

ルミ導体ケーブルの製造態勢を整えた｡

これらケーブルは銅導体ケーブノし一に比べ,ケーブル外稚か大きく

なる欠点はあるが,軽量で比較的′+､さい山げ剛性をもつため,取扱

いやすく,何よりも大きな利点ほ非常に経済的である点である｡

1.構 造

試作ケーブルの構造を図1および表1に示すこつ なお,参考として

表1に同等電流容量をもつ鍋導体ケーブルの構造を併記した｡この

ケーブルは導体外径の縮小,矧■+度を保つ打的で･‾卜し部に円形比縮

より線をそう入し,その周朋に4何の特殊扇形セグメントを配した

表111kV CVケーブルの構造

項 l]

導

体

ケ【プル

断 面 箭 (mm2ノ

形 心こ

より介わせ径(約)rmIⅥ)

インダおよび半額屯層厚(mm)

架橋ホリエチレン絶縁体厚(mm)

遮へい銅テーーーゾ層惇(ノmmノ

ビ ニ ′し シ 【 ス 厚(mm′)

fl: 上 外 径 rmmJ

概 坪 坂 槙 (kg/km〕

増 休 航 坑(n/km)
r20℃)

試作7ノし ミ導体

2,000

5 力･`別 口三縮

55.5

1.0

6.0

0.15

4.0

78

8,900

‾～

等価サイズ銅鐸体

1,300

4 分割口三粕

46.0

1.0

6.0

0.】_5

3.5

】+¶‾

0.0154

…布苧畏管讃馬流rA)jl･660

61

14,300

0.0147

1,630

表211kVlx2,000mm2Al-CVの電気特性

項 E寸

良時間女流破壊占ぺ騒

インハルス電肝破壊i試験

誘`i‾E叶ミ按一電圧特件(%)

特 性

80kV/30分 以卜

300kV/3担】以上

4kV8kV12kV16kヽr

0.03 0.04 0.04 0.05

! 備 考

50kV/30分十51くV/30分
宛舛圧

160kV/3LL】+＋20kヽソ3Fり
祐好ノユ三

800

700

×′一×一一×‾二㌘×600
′′′

×

500×′//
ノ

×

40㌔′′′
×一っ×

300

20

-.4′ノ

/

′

ノγ

1㌍ユ′
./

-14-12-10-8-6 -ろ〆竺l｡膠68101ヲ1■4
/ 了1･川しkg.;/ ノ

/ /-200
>: /

×∠ン/′′′′
-300 チ鞍‡三等与jミ■LT･鞍
-■400-一×--6.6k＼･'7ウケリ朴

lう＼ケー7ル
×/

//

′X/ ノ -500

‾‾6001･二工･れ‥と.151

-700･kg-==2;
2.25イ105

8001.34ゾ105

×/′×一一X/

×ニーX一-×′

fイこ

州二

図2 2,000mm2アルミ導体ケーブルの荷重一たわみ特性

5分割圧縮導体をもっており,その結果はたわみ性の良い実効抵抗

の小さいケーブルとなっている｡

2.特 性

一般に行なわれる商用試験の結果では小サイズケーブルとまった

く変わりない結果が得られたれ さらに各種の試験をした一例をつ

ぎに示す(二､

(1)仙 げ 剛 性(EJ)

図2は同時に試作した6.6kVlx2,000mm27分割圧縮アルミ

導体プチルゴムケーブルと比較した,片持ちはり法による曲げ剛

性測走結果である｡なお,同様の方法で測定した6.6kVlxl,000

mm2 4分割銅導体プチルゴムケーブルでの仙げ剛性ほ2.13×105

1くgrCm2である｡したがって,2,000mm2アルミ導体ケーブノしほ

1,000mm2銅導体ケーブルとほぼ同等のたわみ性をもつとい

える｡

(2)電 気 特 性

試料により電気特性を確認した結果安定した結果が得られた｡

その一部を示すと表2のとおりで11kV系統に使用されるケー

ブルとLて十分な値をもっている.｡

(3)交 流 抵 抗

導体温度を常温から80℃まで変え,交流抵抗を測定した結果,

交流抵抗の直流舶抗に対する増加分は計算値とほぼ等しく,最大

は計尉直の3%増加であった｡

(､4)そ の 他

ケーブルに接続用スリーブおよび端子を接続し,ヒートサイク

′L試験を行なった｡その結果,接続部での異常な温度上昇,抵抗

増加は認められず,全く問題のないことが確認された｡

3.特 長

(1)同一電流容量の銅体ケーブルに比べ,外径では約30%増

加するが電量は65%以Fになり非常に軽量である｡

(2)同一電流銅導体ケーブルよりもむしろたわみ性に富み,軽

量であることと相まって取扱いやすい｡

(3)銅導体ケーブルに比べ安価であり,負荷容量の大きい場所

に対し,経済的なケーブル布設ができる｡

(口‾l∵電線株式会社)
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これまで,架空配電線には銅線が広く使われてきた｡しかし,最

近の世界的な銅不足にともない,わが国でも欧米諸国と同様配電線

のアルミ化が急速に進められている｡

配電線に使われるアルミ導体にはいろいろな種煩のものがある

が,そのうちおもなものを抵抗等価の硬銅線と比較すると表1のよ

うである｡

これをみるとわかるように,アルミの導電率は銅の約%である

のでその断面積は銅の約1倍半にする必要があるが,比重は%以

‾Fなので重量は銅の50～70%でよく,価格も安い｡耐食性につい

ていえば,製錬技術の向上によりその純度ほ99.7%以上のものが得

られており銅と同等の耐食性が期待できる｡また,これまでアルミ

電線の使用をちゅうちょさせる原因となっていた接続法や架線工法

の問題についても,すぐれた接続部品や工具の開発と現場作業者の

教育によってほぼ解決されている｡

配電線のアルミ化は送電部門と同じくまず裸線から始まったが,

現在では被覆線も低圧･高圧配電線や引込線･繰回し線,さらには

屋内配線用として普及しつつある｡その理由ほ銅の価格の高隣がも

っとも大きいものとしてあげられるが,一方,電力会社と電線メー

カーから成る｢配電用アルミ電線専門委員会+でのアルミ化にさい

しての知識の普及,問題点の解決への努力があずかって力あるもの

といわねばならない｡

表2にこれらアルミ配電線の穐頬を,図1,図2にその構造例を

示す｡

アメリカ･カナダでは配電線ほ半分以上がアルミ化さjtている

が,わが国ではそこまで達していない｡しかし今後は急速に進むも

のと期待される｡.

(日立電線株式会社)

表1 抵抗等価の硬銅線とアルミ線の比較

造岩む+左三妄二壷

1.9ll.9

硬銅線1硬ア′しミ線 ACSR項 目

断 面 積 比

直 径 比

重 並 比

引張荷 重比

1.2

0.7

1.4

1.4

0.6

1.4

表2 各 種 ア ル ミ

ミ 配 電 線

@@
Duplex

l宝†1 各稗‾7′しミ配電線の構造

諺■

♂-

表･

SⅥ｢′FE辣

(川｢`■‾に線

図2 代表的なアルミ配電線

包迫2個よりDV,D｡｡l｡X,
コン′こノン ACSR,ア′しミより線

配 電 線 の 種 渾 と 用 途

区分i
｡｡ 名 】 構 造 l 用 途

裸

線

絶

縁

電

線

硬ア ル ミ よ り 線〔HAl)

イ 号 ア ル ミ よ り 線

ACSR

コソ/ミル(圧縮形)ACSR

ア ル

ア ル

メ ッ キ ACSR

被 鋼 心ACSR

S W 電

O W 電

D V 電

Duplex,Triplex

線

線

線

J C 電 線

硬アルミ線をより合わせたもの=

イ号ア/レミ紘をより合わせたもの､

曲鉛メッキ鋼心のまjlりに硬7ルミ緑を､[り斤jっせたヰ)の∴.

ACSRを圧縮Lて外径を小さくしたもの

アルミメッキ鋼心のまわりに硬7ルミ裸をより合わせたもの_
圧縮形もある｡

ア′しミ被鋼心のまわりに梗7ルミ線をより合わせたもの.)圧縮
形もある｡

ACSRまたほHAlを1iリエチレン･架橋ホリエチレンで被
覆したもの｡

ACSRをどニルで被毅Lたものこ_

ACSRまたはHAlをビニルで被薮し′たもの､2個より･3
個よりもある｡

高圧軌 張力が′+＼さい場所,絶縁′iE線用噂体√

高圧線,張力が必要な場所

高圧繚,張力が必要な場所,メッセンジャ導体｢

r缶旺線,張力が必要た場所,絶縁電線用導体｡

高圧線,張ノJが必要な場所で軽塩害地域用

高圧線,張力が必要な場所で塩害地域用

高址繚,架空ケーブルカ式の場軒

低監線,駐力が必要で分岐が少ない場所

低圧線,駐力が小さい場所｡引込線

HAlをポリエチレンで被覆したもの1本または2本にACS
Rのメッセンジャをより合わせたものノ

軟アルミ線を架橋ポリエチレンで被覆Lたもの〔

Ⅰ Ⅴ 電 線 HAlまたは半硬7ルミ線にビニルを被覆でたものこ

一92-

低旺線,張力が小さい場所または巌ノ+が必要な場所などに使用
する+引込線二.

縁何し線.+

低圧屋内配線用｡




